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こちらは、Ａ社長です。 

Ａ社長は、イベントなどのお弁当やケータ

リングなどの食事を提供する会社を経営して

います。 

Ａ社長の会社は、すでに１５年という長い

社歴があります。長年の経営で培った経験に

より、季節ごとのイベントのお弁当やケータ

リング需要を的確に予測するとともに、イベ

ントごとに最適なメニューや適切な価格のア

ドバイスをする技術が卓越しており、発注主

であるイベント会社から高い評価を受け、信

頼されていました。 

 

 ところが、このＡ社長、実は、悩みがありま

した。Ａ社長の会社は、１５年という長期間に

わたって会社を経営し続けてきましたが、未

だに、社長がトップ営業マンであり、社長以上

に営業力がある社員や、社長以上にマネジメ

ント力のある社員がまだ育っていませんでし

た。Ａ社長は、現在、６５歳でした。 

 

『うーん、わたしも、１５年にわたって、お弁

当とか、ケータリングを提供してきたけれど、

なかなか私を超える人財、会社を引き継いで

任せられる人財を育てるというのは現れない

ものだなぁ。 

 はたして、このままで良いのだろうか・・・』 

 

 

 

 

 

経営相談マンガ教材 
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『プルルル、プルルル』 

 

『おっと電話だ。また取引先から電話だ。いか

んいかん、考え事している場合じゃなかった、

とにかく、毎日忙しい仕事をとにかくこなし

ていくのが先決だな』 

 このように、Ａ社長は、毎日、営業活動で忙

しく、どんどん契約を受注しては、お弁当やケ

ータリングを提供する毎日を過ごしていまし

た。 

 

 ある日のことです。 

 ある日、会社に、Ａ社のメインバンクである

信用金庫の担当のＢさんがやってきました。 

『Ａ社長、こんにちは。あいかわらず、とても

繁盛しているようで、お忙しそうですね』 

 

『おお、Ｂさん、いつもお世話になっておりま

す。先日も新規の融資をしていただいて、とて

も助かりました。いつも本当に、ありがとうご

ざいます』 

 

 

 

『いえいえ、こちらこそ、いつもご愛顧いただ

きまして、本当にありがとうございます。 

 ところで、Ａ社長、昨今、会社の事業承継と

か、後継者問題という話が、よく話題に上がっ

ていますが、御社は、いま、どんな感じか、伺

ってもよいでしょうか？』 
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『え、後継者ですか、うーん、そうですね、ま

だ具体的には考えていないですが、うちの社

員はみなガッツのある者がたくさんいますか

ら、きっと大丈夫だと思いますよ。 

 それに、今は、人生１００年時代ですし、私

はまだまだずっと現役ですから、まだそうい

う心配はないと思っています』 

 

『なるほど、ガッツがある、良いですね。人生

１００年時代、そうですね。Ａ社長は本当にパ

ワフルで、いつも走り回っているようにお見

受けしております。さすがですね』 

 

 しかし、Ｂさんは内心、こう思っていました、 

 

『うーん、どうやら、Ａ社長のところには、後

継者がいないのかもしれないな。いるなら紹

介してくれるだろうし。仮にいたとしても、Ａ

社長はまだそこまで深く考えていない様子だ

なぁ。 

 これは、気を付けておかないと、万が一、Ａ

社長に何かあったら不安だなぁ。次回の融資

はちょっと厳しいかもしれないなぁ。このあ

たりは慎重に考えておこう』 

 

 またある日のことです。 

 Ａ社長は、お得意先であるイベント会社の

担当のＣさんと話をしていました。 

  

 

『どうも、Ａ社長、いつも納品ありがとうござ

います。先日も、御社のケータリング、味も量

も値段もバッチリでした、やっぱり、さすが、

長年の経験はすごいですね』 
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『どうも、Ｃさん、いつもわが社をご愛顧いた

だきまして、本当にありがとうございます。わ

が社は、御社があって成り立っていますので、

どうか今後とも、よろしくお願いします』 

 

 

 

 

『ところで、Ａ社長、御社では、いつもＡ社長

が現場を取り仕切ってくださっていますが、

Ａ社長もいつも大変だと思いますので、よか

ったら、次回は、部下の方に現場を取り仕切っ

てもらえませんか？ 

 わが社としては、ぜひ、御社と長いお付き合

いをしたいものですから、部下の方とも、これ

から一緒に仕事をして、地道な信頼関係づく

りをしていきたいと思っておりまして』 

 

『は、はあ、部下ですか、そうですね、えーと、

わかりました、では、徐々にそうしていきます

ね。 

 うちにはガッツのある者がいっぱいおりま

すので』 

 

 

『おお、ぜひぜひ、宜しくお願いします。さっ

そく来週あたり、その方とミーティングでも

しませんか？』 
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『あ、えっと、来週はちょっとスケジュールが

埋まっておりまして、こちらからまた日程調

整のご連絡をさせていただきますね』 

 

『そうですか、では、お待ちしてますね。楽し

みにしております』 

 

 このときＣさんは内心こう思っていました。 

『うーん、どうやら、Ａ社長のところは、部下

があまり育っていないのかもしれないなぁ。

後継者的な人財もいないのかもしれないなぁ。 

 Ａ社長は、たしかに、信頼も実績もあるすご

い人だけれども、Ａ社長ももうかなりの年齢

だから、今のうちから次の世代の方とコミュ

ニケーション取りたかったのだけれど、そう

いう人財がいないとなると、万が一Ａ社長に

何かあったときのために、リスクヘッジのた

めに、ほかの会社とも付き合っておかないと

なぁ。そうすると、徐々に、ほかの会社への発

注も増やしていかないとなぁ』 

 

 またある日のことです。 

 Ａ社長は、下請けのお惣菜提供会社のＤ社

長と話をしていました。 

 こちらがそのＤ社長です。 

 このＤ社長の会社は、製造しているお惣菜

をほとんど全てＡ社に納品していました。 

 

『あ、どうも、Ａ社長、いつもお世話になって

おります。 

 いつもわが社のお惣菜を使って頂いて、本

当にありがとうございます。 

 わが社のお惣菜は、ほとんど全て御社に納

品させていただいておりますので、御社あっ

てのわが社です。本当にありがとうございま

す』 
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『いえいえいえいえ、Ｄ社長、なにをおっしゃ

いますか。御社がお惣菜を作ってくださるか

ら、わが社があるんです。こちらこそ、本当に

ありがとうございます』 

 

 

『ところで、Ａ社長、うちは、だいぶ前から、

息子に事業のやり方を仕込んでまして、いよ

いよ育ってきたものですから、私ももうトシ

ですから、私が元気なうちに、息子と一緒に現

場を動かしていこうと思っていまして、ぜひ、

今度、紹介させていただければと思います。  

 そこで、よかったら、Ａ社長の部下の方とも、

コミュニケーションさせていただければと思

いまして、よかったら、そういった機会を設け

ていただけませんか？』 

 

『え、あ、そうですね、それはいいですね。う

ちにもガッツのある者がたくさんいますので。

また今度、機会をつくりますね。あ、すいませ

ん、ちょっと、私もう行かないといけないので、

また今度、よろしくお願いしますね』 

 

 

 このとき、Ｄさんは内心、こう思っていまし

た。 

『うーん、もしかすると、Ａ社長のところには、

あまり部下の方が育っていないのかもしれな

い。Ａ社長ももう良いトシだし、万が一、Ａ社

長に何かあったら怖いよなぁ。うちは、ほとん

ど、Ａ社長だよりの会社だからなぁ。万が一に

そなえて、ほかの会社さんとも付き合いを増

やしておかないといけないかもなぁ・・・』 
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＜参考＞ 

「後継者を探したい・・・」 

「後継者探しの必要性を伝えたい・・・」 

というよくあるご相談について、マンガ形式

の物語をお伝えしました。 

色々な考え方があるところですので、一つ

の考えとして、ご参考にしていただければ幸

いです。 

 

 


